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中村 　 アチ ック・ミューゼアムのあとに

　　ア チ ッ ク ・ ミ ュ ー ゼ ア ムの あ とに

財団法人日本民族学協会附属民族学博物館のこど

中 村 俊 亀 智＊

On the Ethnological Museum of Japan

Shunkichi NAKAMURA

   In 1938 the Ethnological Museum  of  Japan was founded at Hoya-
machi, Kitatama-gun, Tokyo, by the Japanese Society of Ethnology. 

   The inventory of the museum included specimens from Sakhalin, 
Thailand, Laos, Cambodia and Indonesia, collected by members of 
the Society. These collection were later absorbed into those of the 
National Museum of Ethnology. This article analyses trends in 
specimen accumulation by the Ethnological Museum of Japan.

１．報告の主旨

［１．全体的推移

皿． ＥＭ の ３時 期

Ｎ． ま とめ

１． 報 告 の 主 旨

　１９３８年 ８月，東京北多摩郡保谷町下保谷 （現在保谷市東町）に日本民族学会附属民

族学博物館 （のちに財団法人日本民族学協会附属となる。 以下 ＥＭ という）が完成

した。木造平家建て３４７，７５坪。．４つの陳列室 と５つの収蔵室， ３つの整理室，それに

宿直室などをそなえた，おおきな建物だった。やがて１９２１年以来東京三田綱町（港区）

の渋沢氏邸内におかれていたアチック・ミューゼアム （以下ＡＭ）の標本資料 と研究

陣がそこに移 って きた。

＊国立民族学博物館第５研究部
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　実質上 ＡＭ を引きついだ ＥＭ が， その後 どの ような足 どりをた どったか。それに

ついて は学界全体の動 きともか らみ あわせて，すで に紹介されて いるが ［石 田　 １９５９：

１４０４ １４１１］， 数字の裏づけを ともな う資料 は これ までほとん ど 公 にされて いなか っ

たといってよい１）。

　 この報告 はＡＭ ・ＥＭ の収蔵資料の基本台帳と しての 『民具標本収蔵原簿』 （民族学

振興会所蔵，以下原簿 という）に もとついて，ＡＭ 以後，　ＥＭ が標本資料 をどの よう

に集 めてい ったか， それ は ＥＭ の動 き，学界の動 きとどのよ うにかかわりあうもの

だ ったかを，あ きらかに した ものである。

　原簿 はかな らず しも収集 された としの順 には書 きこまれて いないので， また書 き方

には （およそ半世紀 にわ たるあいだの ことであ る人手不足，試行錯誤の時代の こと，

書 き方 の統一 もな されなかったか らであろ う） 精粗があ り全体 の移 りゆ きをよみ とる

には不便なので，原簿 をもとにして簡 易体の 目録原稿 をつ くり， コンピュータ処理 に

よって編年体 目録 （以下 目録） を作成 した。

　 ここでは，とりあえず原簿 の番号１０，０００か らあ との部分 をＥＭ の ものと考え（ユＯ，　ＯＯＯ

以前 にも創設の１９３８年前後 のものが含 まれて いるが，それ はとりあげない）， その部分

をつ ぎの方針で 目録化 した。

　 ａ．「いつ」 原簿 にはその標本資料がいつ集 め られ（採集年月 日）， いつ収蔵 された

か （収蔵年月 日）についての項 目が あるが， ここで は ＥＭ の動 きのおおよそを知 る

た めに収蔵年月 日 （収集年月 日）か ら年次 のみ をとった。

　 ｂ．「どこで」　原簿には採集地の項があ り， 国内用 に都府県郡市町村大字 ・字を書

く場所が用意 されて いるが， 国内の もので は都道府県，国外では附表 １の ような地域

区分 に着 目した。

　 ｃ．「だれが」 原簿で はその標本資料を集めた人の名 と寄贈 した人の名 とが書 きこ

まれてい るが， ここで はその標本資料 に価値 をみいだ し， それを ＥＭ に もた らした

人 を大切 に考 えて採集者 （収 集者） だけを とりあげた。

　 ｄ，「なにを」　原簿で は標準名，地方名，分 類番号の ３つの欄 があり，分類番号欄

１）ＥＭ の動きはそのつど学会の機関誌 『民族学研究』で紹介された。たとえば 「民族学博物館

　 におけるアイヌ住居の建設について」（１４巻 ４号）や 「民族学博物館について」（１４巻 １号）は

　 宮本馨太郎先生執筆。民族学研究編集部の名で 「１９５１年度民族学博物館事業報告」（１６巻 ３・

　 ４号），「民族学博物館だより」（１９巻 ２号，２０巻 ３・４号，２１巻 ４号）。ＥＭ では１９５０年から３

　 年継続で文部省科学研究費による 「我が国庶民生活文化の民族学的調査観究」がおこなわれた

　 が，その関係記事もまた 『民族学研究』誌上にみえる。たとえば八幡一郎先生の 「縄文式後期

　 の極小土器について」（１４巻 ２号）， 「竪杵の分布図の作製について」（１５巻 １号）。宮本馨太郎

　 先生の 「民族学博物館所蔵民具標本の写真図録 及び測定 ・採集記録の作成にっいて」（１４巻 ３

　 号）などがそれである。
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は慎重をきして最終的に分類法確定の日まで書きこまないことにしていたが，ここで

は標準名をもとにして一般的な名前をとりあげた。その際，原簿ではむずか しい名づ

け方や適切でないいい方があったので，思い切っていいかえることにした。それをも

とに して， ここでは附表２の ＡＭ 民具分類にしたがって分類コード （２桁）を与え

た。 ＡＭ 民具分類ははじめ国内用につくられたものだが， ここではそれがひとまず

国外の標本資料にも適用できるものとして， ＡＭ の民具分類にはない ９０番 （出土品，

武器など）をこしらえた。ＡＭ ではワラジならワラジの形態上の分析を研究のひとつ

の柱にしていたため，それに便利なように，信仰や儀礼につかわれる衣服や食器など

を，まず衣食住の関係の項目にいれる分け方をしていたので，ここでもひとつの目や

すとして， 分類は１標本資料 １回限りとし （いわゆる重複はさけた）， 衣食住の項，

ないしは生業関係の項に厚 く，その他の項には薄い分け方を してみた。

　また，ここでは原簿のひとつの番号 （台帳番号）でまとめられている標本資料を１

件 （たとえば１足の草履にひとつの番号がついていればそれを１件，片方ずつ２つの

番号がつけてあったとしたら，そのときは２件） と数えた。

　 ｅ．「なぜ」　どのような標本資料を集めるかは，集める人の関心のおき方，解決す

べき問題のたて方によっておおきくかわって くる。 ここではその標本資料がどのよう

な動機で集められたかを思いかえしなが ら整理 してみた。

　現在，ＥＭ 旧蔵の標本資料について も実物と照 らしあわせてカードがつくられつつ

ある。その結果によって今回の目録でわからなかった部分が，あるいはわかって くる

かもしれないし，数字の上でもより正 しい結果がえられることになろう。この目録は

そうした作業をすすめる上での参考になるように工夫してみた。 したがって以下の数

字はその作業によってかわるかもしれないが，大勢はたぶんかわ らないように思われ

る。

　 ｆ．原簿の標準名から分類 しにくいもの，採集地や収集年次がとくに疑わ しいもの

は，ここではあけておいた。反対に，たとえ空欄でも前後の記載か ら年次が判断でき

るものは，年次を推定 した。

ｌｌ． 全 体 的 推 移

　としとともに ＥＭ にはどれほどの標本資料が集められたか。 その有様をあきらか

にするために，目録から各年次の標本資料の収集件数をしらべ，その累積数を求め，

それが ＥＭ 最終年次の１９６２年１１月 までに累積された分量のどれだけにあたるかを確

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３
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表１　ＥＭ標本資料の累積

年次

地域

不 明

１９３７ま で

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

１９４１

１９４２

１９４３

１９４４

１９４５

１９４６

１９４７

１９４８

１９４９

１９５０

１９５１

１９５２

１９５３

１９５４

１９５５

１９５６

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

計 （Ｂ）

％

１０，０００ま で

十 （Ｂ）

％

件 数
Ａに対する

割合
１９３８年 以 後 の累 計 （率）

不明 １国内 １国外 １計（Ａ）圏内％唇外％１国内 ｝国外 ｝ＣＡ） 陣 内％１国外％ｌＡ％

１２４

１３９５

８

４

１１

９７

５７

２

７

１５２

２１４

６

２５

２

２１０４

２２．３

１５５

２２５９

１３．２

８０７

５

１

５８２

２８

２

３５

３

８２

２０９

３８

７２

１５２

１５９

７４

６８

４

１５２

１９５

２００

３０５

３５９７

３８．３

６３１５

９９１２

５７．８

７５

１

１０９２

４１８

３６

４３

３３８

３

３６

９２

１１６

５７

６

２１５

４０８

４５２

２６０

５１

３

３７０２

３９．４

１２７２

４９７４

２９．０

１００６

６

１

３０６９

４５４

２

３６

０

７８

０

３４５

０

０

０

０

９３

３０９

１３１

１６４

２６８

２１８

８７

４３５

１０５０

６１０

４８０

２５１

３１０

９４０３

１００．０

７７４２

１７１４５

１００．０

８０．２

８３．３

１００．０

１９．０

６．２

１００．０

４４．９

０．１

８８．２

６７．６

２９．０

４３．９

５６．７

７２．９

８５．１

１５．６

４０．

２４．９

４０．６

７９．７

９８．３

３８．３

７．５

１６．７

３５．６

９２．１

１００．０

５５．１

９７．９

１．０

２７．５

５６．１

４３．３

２６．１

６．９

４９．４

３８．９

７４．１

５４．２

２０．３

１．０

３９．４

５８２

６１０

６１２

〃

〃

６４７

〃

６５０

〃

〃

〃

〃

７３２

９４１

９７９

１０５１

１２０３

１３６２

１４３６

１５０４

１９３２

２０８４

２２７９

２４７９

２７８４

１０９２

１５１０

１５１０

１５４６

〃

１５８９

〃

１９２７

〃

〃

〃

〃

〃

１９３０

１９６６

２０５８

２１７４

２２３１

２２３７

２４５２

２８６０

３３１２

３５７２

３６２３

３６２６

３０６９

３５２３

〃

３５６１

〃

３６３９

〃

３９８４

〃

〃

〃

〃

４０７７

４３８６

４５１７

４６８１

４９４９

５１６７

５２５４

５６８

６７３９

７３４９

７８２９

８０８０

８３９０

２０．９

２１．９

２２．０

〃

〃

２３．２

〃

２３．３

〃

〃

〃

〃

２６，３

３３，８

３５．２

３７．８

４３．２

４８．９

５４．６

５４．０

６９．４

７４．９

８１．９

８９．０

１００．０

３０．１

４１．６

〃

４２．６

〃

４３．８

〃

５３．１

〃

〃

〃

〃

〃

５３．２

５４．２

５６．８

６０．０

６１．５

６１。７

６７．６

７８．９

９１．３

９８．５

９９．９

１００．Ｏ

３６．６

４２．０

〃

４２．４

〃

４３．４

〃

４７．５

４８．６

５２，３

５３．８

５５，８

５９．０

６１．６

６２．６

６７．８

８０．３

８７．６

９３．３

９６．３

１００，０

かめてみると表 １，図１のようになる。同じように して国内と国外とを別々に確かめ

ると図 ２がえられる。

各年次の収集件数のうち，１９３８年の分は，のちにとりあげるように ＥＭ の前身と

しての ＡＭ か らのもちこしが 大部分をしめるか ら， ひとまずその分 は ＡＭ の仕事

の後片付けと考えて，純粋に ＥＭ が集めた部分の移りゆきをみるために，その部分
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図 １　 ＥＭ 標本資料の累積

　　　過程

　　Ａ は全体数の累積

　　Ｂ は１９３８年 を起点と

　　　 したときの累積

　　Ｃ はＡＭ の累積

図２　ＥＭ標本資料の国内

　　　国外別累積過程
　　Ａ は国内

　　Ｂ は国外の累積を示
　　　す
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を差 しひ き， 改めて １９３９年以降 についての累積の割合 を出 してみたのが 図 １のＢ線

（点線であ らわ したもの） であ る。

図 １Ｂ線か らみて， もし資料 の集 まり具合 が ＥＭ の活動のひ とつのあ らわれ， 同

時に資料の集ま りが学 問の深 まりのひ とつのあ らわれだとすれば，ＥＭ の足 どりには，

つぎの ３つ の段階が考 え られ る。

　 ａ．第 １期 （前期） ＥＭ 発足 の１９３８年か ら戦争 による停滞を含む１９５０年 まで。

　 ｂ．第 ２期 （中期）　 再び累積率 が上昇 しだ した１９５６年 まで。

　 ｃ．第 ３期 （後期） 累積 がい っそ う急成長する１９６２年 まで。

　 ちなみに この図 をもとに して各時期の年平均増加率を 目算 して みると，第 １期 １．７，

第 ２期 ３，３，第 ３期１０とな り， いま さらなが らＥＭ 後半 の上昇率 におどろかされ る。

　なお これを ＡＭ の場合 （図 １Ｃ 線） と重ね あわせ てみ ると若干 ＡＭ のほ うが急

であ るが，線 の形 はよ く似 た ものとなる。

　ただ し ＡＭ とＥＭ で は標本 資料 の内容のあ り方 におお きな違 いがあり，　ＡＭ では

国内収集の標本資料 ８１．６％， 国外 ユ６、４％だ ったのに対 し，ＥＭ では国内関係 は３８．　３

％， 国外 はそれよ りやや多 い３９．４％ という数字 を示す。原簿 に収 集地 が明記 されてい

ない標本資料の割合 は ＡＭ の ２％ に対 し，　ＥＭ は １９３８年の もちこ し分 のなかに未整

理 の ものがた くさん含 まれていたためもあ って２２，　３％ とな る。

　以下 ＥＭ の実際 の動 き， 学界の動 きなどともか らみ あわせなが ら， 各 時期の様子

をやや くわ しくみてゆこう。

皿． ＥＭ の ３ 時 期

ａ． 第 １期 （１９３８年 一一１９５０年 ）

　この時期のはじめ，ＡＭ の民具収集のあとを受けて，ひきつづき国内の標本資料が

集まりつつあった。その範囲は表２Ａのように４２都道府県 におよんだ。民具研究のう

えか らも，この時期は画期的な時期にあたっていた ［宮本　１９７３：２０４］。

　 しかしそれ以上に目立つのは海外から集められた標本資料の増加だった。１９３８年，

この時期から国外のそれがきわだって 高い割合を示すようになる （図２）。 それは日

中戦争か ら太平洋戦争への時代のひとつのあらわれだったかもしれないが，表２Ｂに

よってうかがえるように、直接的には専門の研究者による旧植民地での調査にともな

う標本資料の収集におおきく左右されていた。

　た とえば目録をもとにして，この時期にかなり大量に標本資料を集められた人たち
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表２Ａ　ＥＭ地方別標本資料収集件数 （国内）

年次

地方

不 明

１９３７－ １９４２

１９４２－ １９４７

１９４７－ １９５２

１９５２－ １９５７

１９５７－ １９６２

１９６２

その 他

計 （Ｂ）

％

１０，０００ま で

％

＋ （Ｂ）

％

不明 １北海道陳 北 １関東 １北陸 １中部 １近畿 １中国１四国１九州１沖縄尉（Ａ）

124 

1403 

 4 

108 

 66 

397 

  2 

2104 

36.9 

155 

 2.4 

2259 

 18.6

 3 

18 

38 

58 

27 

36 

 7 

187 

3.3 

61 

1.0 

248 

2.0

301 

95 

195 

34 

176 

26 

 1 

828

14.5 

1057 

 16.3 

1885 

 15.5

160 

83 

14 

149 

310 

182 

898

15.8 

1283 

 19.8 

2181 

17.9

42 

257 

 5 

61 

174 

49 

588

10.3 

603 

 9.3 

1191 

 9.8

89 

50 

 3 

51 

226 

22 

441 

7.7

1092 

 16.9 

1533 

12.6

30 

25 

16 

23 

 8 

 2 

104 

1.8 

436 

 6.7 

540 

4.4

20 

16 

 2 

 8 

19 

 8 

73 

1.3 

506 

7.8 

579 

 4.8

38 

11 

 1 

 5 

 2 

 1 

58 

 1.0 

297 

 4.6 

355 

2.9

73 

40 

13 

76 

69 

 3 

 1 

275 

 4.8 

814

12.6 

1089 

 8.9

51 

18 

68 

 8 

145 

2.6 

166 

2.6 

311 

2.6

 931 

2016 

 42 

 399 

 561 

1440 

 307 

  5 

5701 

 100.0 

6470 

 100.0 

12171 

 100.0

％

 16.  3 

 35.  4 

 0.  7 

 7.  0 

 9.  8 

25. 3 

 5.  4 

 0.  1 

 100.  0

表２Ｂ　ＡＭ地域別標本資料収集件数 （国外）

年次

地域
「

不 明

１９３７－１９４２

１９４２－１９４７

１９４７－１９５２

１９５２－１９５７

１９５７－１９６２

１９６２

そ の他

計 （Ｂ）

％

１０，０ＱＯまで

％

＋ （Ｂ）

％

朝鮮半島

 14 

 82 

 1 

 1 

  1 

 99 

 2.  7 

415 

 32.  6 

514 

 10.  3

中国大陸

 84 

 1 

 59 

129 

273 

 7.4 

236 

 18.  6 

509 

 10.  2

台湾

 30 

541 

  5 

  2 

 6 

  7 

591 

 16.  0 

477 

 37.5 

1068 

 21.  5

モ ン

コ ノレ

0 

0 

0

サハ

リン

348 

 43 

 46 

437 

 11.  8 

  5 

 0.4 

442 

 8.  9

シベ

リア

 0.  6 

 8 

 0.  2

東 南
アジア

 2' 

 119 

 317' 

  2 

614 

  1 

1055 

 28.5 

 29 

 2.3 

1084 

21.8

南アジ
ア等

63 

528 

 1 

592

 16.  0 

 26 

 2.0 

618 

 12.4

ヨー ロ

ツノぐ

ア フ リ

カ

 1 

 3 

98 

 6 

 2 

110 

 3.  0 

62 

 4.9 

172 

 3.  4

アメ
リカ
大陸

32 

71 

103 

 2.  7 

 5 

 0.4 

108 

 2.  2

ミクロ

ネ シア

28 

347 

 3 

 6 

384

 10.  4 

  7 

 0.5 

391 

 7.9

ポ リネ シ

ア

オ ース ト

ラ リア

22 

12 

24 

58 

 1.  5 

 2 

 0.  2 

60 

 1.  2

計

 75 

1546 

381 

  3 

307 

1386 

  3 

  1 

3702

 100.  0 

1272 

 100.  0 

4974 

 100.  0

％

 2.  0 

 41.  8 

 10.  3 

 0.  1 

 8.  3 

 37.  4 

 0.  1 

 0.  0 

 100.  0

の名 と収集 された場所，件数， 内訳などをあげてみ ると，つぎのよ うにな る。 カ ッコ

内の数字 は本文末の附表 １の ＡＭ 民具分類を示す。敬称略。

１９３８年

　　草間千代 ・草間このえ　新潟 ・長野　１１２件 （１６）

　　結城二郎　広島　５７件 （１４，１５，１６，２１，２４，２５，２６）
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　　馬渕東一　台湾　１０２件 （１１，１２，１３，１５，２１，２３，２４，３０，９０など）

　　古野清人 ・宮本馨太郎　サハ リン　１５５件 （１１，１２，１３，１４，１５，１６，１７，２３，２４，３０，６１，

　　 ６２など）

　　岡正雄 ・馬場脩　サハ リン・千島　１７７件 （１１，１２，１３，１４，１５，１６，２２，２３，２４，２６，３０，

　　 ６１，６２，９Ｑなど）

　　山尾薫明　インドネシア　８３件 （１２，１３，１４，１５，１７，３０，５５，６５，８０，９０など）

　　染木煎　中国東北部 ・シベ リア ・長崎　３４９件 （Ｕ，１３，１４，１５，１７，２３，２４，２５，２８，３Ｑ，

　　　７０，９０）

１９３９年

　　小林知生　中国東北部　６７件 （１１，１２，１３，１４，１５，１６，２１，６５，８０）

　　馬渕東一　台湾　２７７（９０）

１９４１年

　　石田英一郎 北海道 ・サハ リン ６０件 （１１，１３，１４，１７，２３，２４，２５，２６，６１）

１９４５年

　　鈴木裳三　マレーシア ・シンガポール ・ミクロネシア等　３２１件 （１１，１３，１４，１５，１７，２３，

　　　３０，　６５，　９０）

　 草間千代 ・このえ両氏の収 集はアシナカ。古野 ・宮本両先生 のは 日本民族学会 が派

遣 した調査隊によるもの。岡 ・馬 場両先生の場合 は 日本列島 とシベ リアとの関係 を さ

ぐる発掘調査による出土品，馬渕 ・石 田両先生 は学士院時代のお仕事。小林先生 も民

族学研究所 の調査隊 によるものだ った。今回 とりあげた！０，０００番以後の もの にははい

らなか ったが，河 田悉氏 の青森 ・秋田でのワラの履物 （１１１件）， うさぎ屋による山形

・茨城 のもの （漁具，運搬具 などユ８４件）がやは り第 １期の ものだ った。

　 ＥＭ と同 じ敷地 にあ った日本民族学会 の附属研究所 （民族学研究所） では１４名の所

員の うち ４人が ＡＭ の旧同人だ った。 それ も １９４０年 には３人 がや め， 結局 ＡＭ 関

係者 は宮本馨太郎先生だけになった。 ＥＭ の運営 はおおむね旧 ＡＭ 関係 の所員 を中

心 に してお こなわれて いたか ら， それ は宮本先生 １人 で孤塁をま もらね ばな らない こ

とを意味 していた。やがて１９４２年 には文部省民族研究所 とその外郭団体 と しての財団

法人 日本民族学協会がつ くられ，ＥＭ は協会の附属 とな った。 戦争の末期，　ＥＭ の

建物 は学 童疎 開につ かわれていたそ うだ し， 物心両面にわた って ＥＭ には危機がお

とずれた。それは敗戦 によっても しば らくはかわ らなか った。農地解放 による ＥＭ 敷

地 の接収問題 もそのひ とつだ ったが， そのあいだに も標本資料の管理 と整理 がつづ け

られ，標本資料 はおどろ くほ ど完 全な形 でのこされた。ＥＭ の外側では復刊 した 『民

族学研究』誌上 で民族学の行 き方をめ ぐって真剣な論争 がかわ された。
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ｂ． 第 ２期 （１９５０年 一 １９５６年 ）

　１９４９年秋の改組によって協会理事長に岡正雄先生がえ らばれた。それをきっかけに

したかのように学界の動きは急速にあかるさをとりもどしていった。『民族学研究』は

座談会 「日本民族 ・文化の起源と系統」を掲載 し，同じ問題についての論文を計画的

にのせつづけた し，戦時中の旧植民地 ・占領地に関する我国の民族学者たちの研究を

まとめる企画を組み，いっぽう海外調査のみちをとざされた研究者たちの目は国内に

むけられ，密度のたかい，学会相互の壁を取 りのけるような六学会 （のちに九学会）

の共同調査がくわだてられた。

　そうした動 きをうけて ＥＭ でも， この時期の１年目には二谷国松氏，二谷一太郎

氏，二谷善之助氏によってチセ （主屋），倉庫，熊のオ リ，厨などが建て られ，「保谷

だより」 （「民族学研究』誌上にもうけられた ＥＭ の広報誌面） のひとつとしてのせ

られた知里真志保先生の論文 ［知里　１９５０：７４－７７］とともに，おお くの人たちの関心

をひきつけた。博物館では 「保谷だより」のほか，独自に彙報，館報，利用者の人た

ちむけの解説書を出していた。

　ＥＭ 再開後の最初のまとまった標本資料はチセの建設につかわれたイナウや儀礼用

の器など，二谷国松氏によってよせ られたものだった。同じ頃，六学会の対馬の共同

調査にともなって宮本先生が同地で集めたものが ＥＭ にもたらされた。翌５１年には

太田孝太郎氏と藤原三治氏の東北での収集品が原簿にのり，５２年 ・５３年には江上波夫

先生，藤巻敏男氏による中国大陸の資料が ＥＭ によせ られた。 学会の連合による共

同調査は能登，奄美，佐渡とつづ くが，奄美では宮本延人先生，佐渡では古河静江氏

が標本資料の調査と収集を手がけられ２）， １９５４年には沖縄戦災校舎復興期成後援会会

長として沖縄にゆかれた渋沢敬三先生のお集めになった標本資料が原簿にみえるし，

はじめての海外との標本資料の交換はデ ンマーク国立博物館とのあいだで実現 した。

それは Ｋａｊ　Ｂｉｒｋｅｔ－Ｓｍｉｔｈ博士のグ リーンランド・エスキモーのものだった。

２） こ う した調 査 や 学会 誌 の特 集 にあ わせ て 『民 族学 研 究 』誌 上 に は新収 資 料 な い し整 理 完 了 の

標 本 資 料 の 目録 が のせ られ た 。 第 ２期 で は 宮 本馨 太 郎 先 生 の 「民 族 学博 物 館 収 蔵 沖 縄 民 具 目

録」 （１５巻 ２号 ）， 民 族学 博 物 館 「デ ンマ ー ク国 立 博 物館 との資 料 交 換 ， 新 収蔵 Ｎｅｐａｌ土 俗 品

目録 ， 同 Ｐｅｒｕ 発掘 品 目録 ，沖 縄 土 俗 品 の収 蔵」 （１９巻 ２号）， 同 「奄 美 大 島 の新 資 料」 （１９巻

３ ・４号 ） な ど。 古河 静 江 氏 の民 族 学 博物 館 学 芸 員 と して の収 集 は ＥＭ の最 後 ま でつ づ き，

目録 にあ る だ けで も３８５件 以 上 に た っ した 。

　 １９５４ 東京 　 ３３件 （１２，１５， １６，２０， ２１，２４， ２５，２８）

　 １９５５ 秋 田 ， 東京 ４９件 （１３， １５，１６， ２４，３０，７０）

　 １９５８ 東 京 　３７件 （１２，１３， １４， １５， １６，２５， ６２，６３）

　 １９５９ 埼 玉 ，東 京 ， 新 潟 ，長 野 ， 岐阜 　 ４２件 （１１， １３，１５， １６，６１， ６８， ７０，８０）

　 １９６０ 青 森 ， 東京 ，神 奈川 ， 岐阜 ，鳥 取 　５０件 （１１， １５，２１， ２７，２８， ６２，６４，７０，８０）
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１９５０年

　　二谷国松 北海道 ５１件 （１１，１４，２８，６２，６９）

　　宮本馨太郎　長崎 （対馬） ５７件 （２４，３０）

１９５１年

　　藤原三治　岩手　３８件 （１３，１５，２１，２２）

　　太田孝太郎　岩手　１１５件 （１１，１２，１３，１６，２２，２８，６１，６２，６３，６８，６９）

１９５２年

　　藤巻敏男　中国　７７件 （２１，２３，３３）

　　宮本馨太郎　北海道　１５件

１９５３年

　　宮本馨太郎　東京　４５件 （１１，１２，１３，１４，６２，６３）

　　八幡一郎　新潟 ・長野　１２件 （１２，２３，３０）

　　江上波夫　中国　３２件 （１３，１４，３０，６８，９０）

１９５４年

　　渋沢敬三　沖縄　５２件 （１３，１４，１５，１６，２１，２２，２４，３０）

　　Ｋａｊ　Ｂｉｒｋｅｔ－Ｓｍｉｔｈ　グリーンランド　９１件 （１２，１３，１４，１５，２４，２８，３０，６１，６４，６５，８０，

　　　９０）

１９５５年

　　宮本延人　鹿児島 （奄美） ５１件 （１２，１３，１４，１５，２１，２４，２５，３０）

　　関敬吾　同上　８件

　　石田収蔵　サハ リン　４６件 （１１，１２，１３，１４，１５，２３，３０，６１，６２，９０）

　第 １期 に ＥＭ をま もられたのは宮本馨太郎先生 だ ったが， 第 ２期 は八 幡先生，両

宮本先生 （馨太郎先生 と延人先生） が協会の博物館担 当理事 と して ＥＭ を軌道 にの

せ られた。第 ３期，宮本馨太 郎先生が文化財保護委員会専門委員 と して民俗文化財の

保護の仕事 や，立教大学総務部 長の激職 につかれた あとは， 八幡先生 が ＥＭ を もっ

ぱ ら指導 され た。八幡先生 の もとで，ＥＭ の資料の集 まりはかつて ない伸 びを示 し，

博物館 として もっとも充実 した時期 をむかえた。

　 『民族学研究』 には中根，川喜 田両先生の海外での本格的な調査 による報告 が特集

され ［中根　１９５４；川喜 田　１９５４］，海外へのみちがひ らかれ る気配がみえ はじめて い

た。ＥＭ の利用者，支持者 も着 実にふえつづけた３）。

　　ｃ． 第 ３期 （１９５６年 一 １９６２年 ）

　 この時期 の標本資料の累積を ささえたの は， もちろん国内の標本資料 も次第 に増加

した けれ ども，図 ３，図 ４のよ うに，む しろ海外での収集，それ も学術調査によるも

の だった。
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　　　　　　　　　図３　１９３８年を起点としたＥＭの国外標本資料の累積

　１９５７年に協会は第 １次稲作民族文化総合調査団をタイ ・ラオス ・カンボジアなどの

メコン河流域地帯におくり，第 ２陣をインドネシア共和国バ リ島に派遣した。同じ頃

にヒマラヤの地帯では川喜田先生を中心に西北ネパール学術探検隊が京都大学生物誌

研究会 と日本民族学協会の後援をえて活動 していた。その成果はほどなく学会誌に，

３） １９３６年１０月の ＥＭ の展示はつぎのようだった （『民族学研究』２０巻 ３・４号，　Ｐ・２２３）。

展示は第 １室周囲諸民族の部と第 ２室の日本の民具の部とにわかれ，第１室では

　　 ａ．１９５４年のデンマーク国立博物館との交換資料 （グリーンランド・エスキモー関係）

　　 ｂ．１９３８年収集オロッコ・ギリヤーク関係

　　 ｃ，アイヌ文化関係

　　 ｄ，韓族，ＡＭ 収集のもの　　
ｅ．中国東北部での小林知生氏，江上波夫先生収集品

　　 ｆ．１９５３年マナスル登山隊民族班採集品

　　 ９，衣服

　　 ｈ，台湾高山族，鹿野忠雄氏収集品など

　　　ｉ，ミクロネシア染木照氏収集品

　　　ｊ，インドネシァ山尾薫明氏収集品

　　 ｋ．ペルー発掘品，天野芳太郎氏収集，額田巌博士寄贈品など

　 日本の民具 （第 ２室）は

　　 ａ．燈火関係用具 （発火具 ・燈火具の変遷）　　 ｂ．飲食関係用具 （台所用具 ・食器など）

　 その他１９４５年に鈴木荘一氏，田中薫氏寄贈の刀 ・矢 ・槍 ・ブーメラン・仮面 ・アンコロンな

ど，東南アジア，中国，ニューギニァなどの収集品３００点以上。　

直接標本資料の保存管理や公開利用にたずさわる現場の人たちはもちろん，協会の事務系の

人たちまで，その苦労はたいへんなものだった。今日のように地域博物館や民俗資料館の形は

定着していなかったし，すべてが手さぐり状態だった。
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図４　各年次別国外標本資料の比重

あるいは単行本の形で ［松本　１９５９；川喜田

１９６０］発表 され，おお くの人たちの興味をひ

きおこした。

ＥＭ にもたらされたそれらの標本資料は，

それが確実な調査にもとついたものだけに，

梱包をといて床にひ らいただけで，その土地

に暮 らす人々の生活ぶりが目のまえに浮ぶよ

うな，すぐれたものだった。　 そこには ＡＭ

以来のアシナカの調査にみるようなある資料

集中的な集め方ではえ られない別の何かがあ

った。

ＡＭ か ら引きつがれた標本資料も含めて，

表３　ＡＭ民具分類によるＥＭ標本資料の件数

年

CODE

１９３７－ １９４２

１９４２－ １９４７

１９４７－ １９５２

１９５２－ １９５７

１９５７－ １９６２

１９６２

計

合 計 （Ａ）

％

１９３７－ １９４２の％

１９５７－ １９６２の％

内
外他

内
外
他

内
外他

内
外
他

内
外他

内
外
他

内
外
他

内
外
他
㈹

内
外
他

内
外他

10-20

465 
609 
635

1 
71 
1

75 
2 

32

211 
64 
11

350 
505 
40

179 
 3 
 1

1281 
1254 

720

3255

 42.  0 
34. 5 

 40.  1 
 39.9 

 56.6 
 41.3 
 48.9

 34.  3 
 38.3 

 10.  3

 20-3C

219 
325 
313

 2 
231

120 
 1 

23

109 
40 
 2

293 
330 

24

47 

1

790 
927 
363

2080

 25.  9 
 25.  5 
 20.  2 
 25.5

 26.  6 
 22.0 

 24.  1 

 28.  8 
 25.0 

 6.  2

30-40

65 
112 
164

2 
27

20 

1

62 
18

57 
124 
 8

206 
281 
173

660

 6.  7 
 7.  7 
 9.6 

 8.  1

 7.9 
 7.  6 

 12.6 

 5.6 
 9.  4 

 2.  0

40-50

1 

1

1

1

1

4 

1

5

 0.  1 

 0.  1 
 0.  0

 0.  1 

 0.1

50-60

2 
12

2 
1

2

2

2

1

11 
13

24

 0.4 
 0.4 

 0.3

 0.  2 
 0.8

 0.  2

60-70

52 
88 

148

22 
28 

1

98 

23

53 
23 

2

88 
223 

27

64

377 
362 
201

940

 12.  3 
 10.  0 
 11.  2 
 11.5

 6.  3 
 6.0 

 11.4 

 8.  6 
 16.9 

 7.  0

70-80

3 
8 
5

10 
3

37 
27 

3

2

52 
38 

8

98

 1.  7 
 1.  1 
 0.4 

 1.  2

 0.4 
 0.5 
 0.  4 

 3.  6 
 2.  0 
 0.8

80-90

10 
15 
16

12 
2

2

9 
8

185 
75 

276

1

207 
110 
294

611

 6.8 
 3.  0

 16.4
 7.5

 1.2 
 1.0 
 1.2

 18.2 
 5.  7 

 71.3

90-100

 5 
307 

17

15

7 

6

17 
57 

4

35 
9

5

41 
414 

36

491

 1.  3 
 11.4 

 2.0 
 6.0

 0.  7 
 20.  8 
 1.3

 0.  7 
 2.7 

 2.4

計

822 
1476 
1299

29 
385 

 4

325 
 3 

85

474 
213 

19

1019 
1319 

387

300 
 3 
 2

2969 
3399 
1796

8164

 100.  0 
 100.  0 
 100.  0 
 100.  0 

 100.  0 
 100.  0 
 100.  0 

 100.0 
 100.0 
 100.  0
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ＥＭ の標本資料 には国内， 国外によっておおきな構成上の違いがみられる （表 ３）。

とくに ＡＭ 民具分類でおおきな比重がおかれている衣食住関係の項目と生業関係の

項目に該当するものを ＥＭ 収集のもののなかから拾いだし，各小項目の合計が項目

全体のどれだけにあたるかを調べてみると， 表４のようになり，ＡＭ 以来の研究の

伝統があるせいか，国内では履物 （１６）の割合がきわめてたかく，食物の調理用具や

食器， 衣服の割合がほぼ似た数字になるのに対 し， 国外では食器　（１３） や調理用具

（１４），衣服 （１５）の割合がたかく， アクセサリー類 （１７）がそれ らにつづき， 履物

（１６）は５％にすぎないことがわかる。 この国内では履物の割合がきわめてたかく，

国外では食器，調理用具，衣服の割合がたかい傾向は地域不明のものについてもみら

れる。同じように生業関係の部門では，国内で漁具 （２４）の割合がたかいのに対 し，

国外ではこの分類の適用の仕方にもよるけれども，狩猟具 （２３）が，信仰関係の部門

ではこの分類にいう偶像の類 （６１）や， 幣吊類 （６２）， 祈願品 （６８）などに国内のも

のではたかい数字がみ られ，国外では楽器類 （６４）の割合がたか く，あとの小項目は

比較的似た割合となる。おそらく標本資料を集めた人たちの興味のおき方，やり方が

表４　ＥＭ標本資料の分類別比重

Ａ 衣食住関係 （％）

CODE
総数 １１ １２　　１３　　１４　　１５　　１６　　１７　　１８　　１９ 計

璽
国 内

国 外

不 明

１２８１

１２５４

７１８

５．５

１０．４

９．７

５．８ １２．０ １４．１ １６．３ ４３．１　２，８

３．２　２０．８　２５．３　２０．１　　４．７　１２．８

５．０ １２．４　７．８ １９．２ ４２．５　２．５

０。２ ０．２

０．６ ２．１

０．６ ０．３

Ｂ 生業 関係

CODE

総 数 ２１ ２２　　　２３　　　２４　　　２５　　　２６　　　２７　　　２８ 計
地域

国 内

国 外

７９０

９２０

１９．０　　４．９　　３．２　４１．１　１３．７　　４．８　　２．Ｇ　１１．０

１６．６　 ２．５ ３５。４ １８。７　 ８．７　 ５．４　 ２．９ 　９．８

１００．０

１００．０

Ｃ 信仰 関係

CODE

総数 ６１ ６２　　　６３　　　６４　　　６５　　　６６　　　６７　　　６８　　　６９ 計
地域

国 内

国 外

３７７

３６２

３６．６ ２６．８　６．１　３．９　１，１　１，１　１，１ １７．２　６．１

２８．４ 　８．６　７．５ ２２．１ １２．７　０．８ 　０．３　９．４ １０．２

１００．０

１００．０
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違 っていたためだと思われ る。

　 この時期 はまた，資料 の整理や収蔵管理 の方法が もっともととのえ られた時期 だっ

た。 ＡＭ 以来の方法 は詳 しさをま し， 原簿 には備考欄に使 い方，作 り方，言 い伝え

まで，で きるか ぎり詳 しく記入 され るよ うにな った し，標本資料 を集めて きた人た ち

に書 きこんで もらうカー ド （Ａ ５判ル ーズ リーフ形式，たいていは学芸員 の人た ちと

の話 しあいで記入 した り， して も らった りする） には原名，訳名，一般的名称，採集

地，採集年月 日，採 集者名，採集径路 ，購入価格，寄贈者名，製作地，製作者名，製

作年 月 日，製法，製作法，材料，使用地，使用者，使 用年代，使用法，分布， 由来，

備考 の項 目が印刷 されていた。 この カー ドの作 り方や付け札 ・原簿 とのつなが りには

必ず しも 円滑 にゆかない点 があった けれ ども ［中村 　１９７１：８－９］， それはのちに国

内の有形 民俗資料 （有形 民俗文化財）， 国内外の民族学的資料 を集め る際のひとつの

有力なたた き台 と して役 だて られた。

　 しか し， この時期の終 り頃か ら ＥＭ で は学術 調査 による大量 の資料の整理や保管

を め ぐって， より適 切な方策の必要が考 え られ は じめていた。大量の標本資料 に （そ

れ は中小規模 の博物館や資料館 な らさしたる不便 もないか もしれないが）ＡＭ 以来の

民具の整理法，管理法がどこまでた えられ るかにはおお きな疑問があ った。

　 第 ３期の １年 目，１９５６年 はどう したわけか収集件数が８０余 だ ったが， ２年 目には田

中薫氏収 集の郷土玩具や桑田芳蔵氏の中国資料 が一括 してお さめ られ，つ ぎの１９５８年

には稲作 民族文化総合調査第 １次の分 ４００余件，つづいて， 西北 ネパ ール学術探検隊

の４３５，宮本延人先生，西村朝 日太郎先生の稲作 民族文化総合調査第 ２次 の標本資料，

江上先生のイ ランの発掘調査 に附随 した収集品，江 口直人 氏の半世紀 にわたる コケ シ

の コ レクシ ョンな どが ＥＭ の もの とな った。 この時期 の最後， したがって ＥＭ の最

後の収 集品 は加藤玄智博士のお札 のコ レクシ ョン， それ に潮田鉄雄氏の 「はきもの博

物館」の旧蔵資料だ った。渋沢先生，八幡 宮本 （馨太 郎）両先生，諏訪 の宮坂義雄

氏の標本資料 もかな りの数 にのぼった。

１９５６年

　　渋沢敬三　中近東　４件 （１９，２６）

１９５７年

　　田中薫　各地　９９件 （８０）

　　桑田芳蔵　中国　８４件 （６４，６５，６８，８０）

１９５８年

　　江口直人　東北地方　２９７件 （８０）

　　渋沢敬三　神奈川 ・長野 ・兵庫　１５２件 （１３，１４，２４，２５，２７，２８）
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宮 坂義 雄 　 長 野　 ５１件 （１１，１２，１３，１４，２５，２７，２８， ３０，７０な ど）

綾 部恒 雄 　 メ コ ン流域 　 １４件 （１５，２２，６４）

江 坂 輝 彌 　同 　 　 　上 　 ２４件 （１３，１５， ３０）

岩 田慶 治 　 同　 　 　 上　 ３８件 （１５， １７な ど）

河部 利 夫 　 同　 　 　上 　１１件 （１３， １７， ２８）

松本 信 広 　 同　　 　 上　 ２３件 （１１， １３，１５， ２１，２２， ２４，２８， ３０，６９）

清水 潤 三 　 同　 　　 上 　１３件 （１３，２２，２８）

八 幡一 郎 　 同　 　 　上 ２６７件 （１１，１２，１３， １４，１５， １６，１７， １８，１９， ２１，２２，２４， ２５，２６，

　 ２７．　２８．　３０，　６１，　６４，　７０，　８０，　９０）

１９５９年

　　 渋 沢 敬 三　 東 京　 ５０件 （１１，１４， １５，１７，６１，８０）

　　 鈴木 二 郎 　 マ レー シァ　 １４件 （１１， ２３，３０，６４）

　　 西北 ネパ ー ル学 術探 検 隊 　４３５件 （１１，１２， １３，１４， １５，１７， １９， ２１， ２３，２５， ２６，２７， ２８，

　　 　 ２９， ３０，６１， ６３，６４，７０，９０な ど）

１９６０年

　 　 渋 沢敬 三 　東 京 ・静 岡　 １１件 （２４）

　 　 田中磐 　　　長 野　　１５件 （７Ｇ＞

　 　 江 上波 夫 　 中近 東　 ５９件 （１１， １４，１５， １７，２１， ３０，６１，６４）

　 　 増 田精 一 　 同　 上　 ２０件 （１３， １４，２５，３０）

　 　 八 幡 一郎 　長 野 ・宮 崎 ・ハ ワイ　 ５９件 （１２，１３， １４，１５， ２４，２５，３０，６４， ７０な ど）

　 　 宮 本 延 人　 バ リ島　 １２４件 （１３， １４，１５， １７，２１，２４，２５， ２８，３０， ６１，６３，６９，８０）

　 　 西村 朝 日太 郎 　 同　 上 　 ２５件 （２４）

　 　 中尾 佐 助　 ブ ータ ン　 ２８件 （１４， １５，２３， ２５，３０な ど）

１９６１年

　　山尾薫明　インドネシアなど　３０件 （２４）

　　篠遠喜彦　ポリネシア　１２件 （３０ほか）

１９６２年

　　加藤玄智　東京その他　５６件 （６１）

　　潮田鉄雄　東京 ・茨城 ・秋田 ・中国など　１８６件 （１５，１６，２１など）

　 こうしてさしも広かった収蔵庫も展示室もせまさを感 じさせるようになり，同時に

収蔵手段の老朽化がすすみつつあることが誰の目にもあきらかだった。

１９６２年１１月１６日， ＡＭ 以来の標本資料を含む ＥＭ のすべてが東京品川の文部省史

料館に建ｉてられた収蔵庫 （いわゆる新館）に移された。文化財保護委員会が 『民俗資

料調査収集の手びき』をつくるのはそれから３年後。ＡＭ 以来の民具に対する興味は

ようや く全国的な ものになろうとしていたし，大学でも文化人類学 （民族学）の講義

がはじまり，民族学への関心は着実にたかまりつつあった。
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Ｗ ． ま と め

　１． ＥＭ の足どりを示す原簿によって，その収蔵標本資料がどのように増加 してい

ったかをみたところ，累積状況から３つの時期にわかれることがわかった。

２． 第 １期は ＡＭ か らの引きつぎ期。同時にこの頃か ら専門の民族学者による相

当量の資料がよせ られはじめ，ＥＭ の標本資料には日本国内各地から，そして旧植民

地 とその周囲の地域の資料がそろいはじめた。 しかしそれは戦争によって中断されて

しまった。

　３． 第 ２期，戦後の混乱期をぬけて ＥＭ の動きがはじまった。 とくに学会同志の

共同研究による地域調査にともな う標本資料がまとまって ＥＭ におくられてきた。

調査にもとつ く密度のたかい収集が必要 となっていた。

　４．　第 ３期はそれ以前の２つの時期にはみ られなかったはやさで標本資料の蓄積が

すすんだ。そのもっともおおきな原動力は学会が推 しすすめた海外学術調査で，す ぐ

れた収集がお こなわれた。 大量の標本資料をまえにして， ＡＭ 以来の標本資料の集

め方，整理法，保存管理法は，ひとつの峠にかかろうとしていた。

図 ５　 ＡＭ・ＥＭ 標本資料の累積過程
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中 村 　 　ア チ ッ ク ・ミュー ・ゼア ム の あ とに

５． ＡＭ か ら ＥＭ の終 りまで，原簿の１０，０００番以前 に記入 されている １９３８年収 集

の ものを加 え，全体の流れを追 ってみると図 ５の ようになる。 ここで も年次を加え る

ごとに累積 がどの ようにすすんでゆ くかを目やすに してみる。

　図 ５を もとに して改めて ＡＭ ・ＥＭ を時期 区分 してみ ると，つ ぎのよ うにな る。

　　　 ａ．第 １期 は準備段階 にあたる１９１０年代の終 りか ら１９２７年頃まで。それに ＡＭ

　　　　後 期の１９３３年までの２０年間。

　　　 ｂ．第 ２期 は１９３３年か ら１９５０年まで。 旧植民地や国内の資料 に加えて， た とえ

　　　　ば東南 アジアの ものまでみ られ るようにな る。

　　　 ｃ．第 ３期 は ＥＭ の ２期 と３期をい っしょに した時期 で本格的な 海外 調査 に

　　　　 よって標本資料 がもた らされは じめた時期。

６． ＡＭ ・ＥＭ を通 して 国内関係 の標本資料をみる と， 集め具合 は関東中心 ，つい

で北陸，東北，中部がたか く，最終的には関東，東北 がほぼ同 じ割合 とな る。ＡＭ の

第 ３期 ，ＥＭ の第 ２期，沖縄や奄美諸 島です ぐれた収 集がおこなわれたに もか かわ ら

ず，す くな くとも目録か らみた数の上では， やはり東 日本 中心 ということにな る。

ＡＭ 民具分類 の項 目別で は全体 と して衣食住 関係 が ４割 内外， 生業 関係 は２５％程

度，運搬 と信仰 関係 はそれぞれ１０％ ほどになる。 ここで採用 した衣食住重点主 義の分

け方 にもよるが，４０，５０，７０の項 目についてはおお くの余 白部分 がのこされてい る。

謝 辞

　国立民族学博物館情報管理施設資料室，技術室，とくにコンピュータ処理のうえでお手数をわ

ず らわ した渡辺博，瀧山光男両氏に心からお礼を申し上げたいと思う。

文 献

知里真志保

　　１９５０　「アイヌ住居に関する若干の考察」『民族学研究』１４（４）：７４－－７７。

石田英一郎

　　１９５９ 「みんぞくがく （民族学）」『日本社会民俗辞典』４：１４０４－１４１１。

川喜田二郎

　　１９５４　「Ｎｅｐａｌにおける民族地理学的諸観察」『民族学研究』１９（１）：１－５７。

　　１９６０　『チベット人』角川書店。

松本信広編

　　１９５９　『メコン紀行』 読売新聞社。

宮本馨太郎

　　１９７３　『民具入門』 慶友社。

中根千枝

　　１９５４　ｒＴｒｉｐｕｒａ州原住民に関する民族学的調査報告」『民族学研究』１９（１）１５８－９９。

中村俊亀智

　　１９７１ ｒ俗流管理論 （下）」『文部省史料館報』１５：８－９。

５７



国立民族学博物館研究報告　　９巻１号

附表 １ ＥＭ 標本資料のための地域区分＊

１． 国 内 （４７都 道 府 県 ，略 ） １－ ４７

１ｉ． 国外

１・ 東 ・中 央 ・北 アジ ア　 　 ５１朝 鮮 半 島　 ５２中 国 （大 陸部 ）　 ５３中国 （台湾 ）　 ５４モ ンゴル

　 ５５サハ リン　５６シベ リア

２・ 東 南 ア ジァ　 　６１ベ トナム　 ６２ビル マ　 ６３フ ィ リピ ン　 ６４タ イ， ラオ ス， カ ンボ ジ ァ

　 ６５マ レー一．， シ ンガ ポ ール ６６イ ン ドネ シ ァ

３． 南 ア ジァ ，西 アジ ァ　 　７１イ ン ド　 ７２パ キ ス タ ン　 ７３ス リラ ンカ　 ７４ （欠 ）　 ７５トル コ

　 ７６ネパ ー ル ， ブ ータ ン ７７ア フガ ニス タ ン ７８イ ラ ン， イ ラ ク　 ７９そ の他

４．　 ヨー ロ ッパ ， ア フ リカ 　 ８１イギ リス ８２フ ラ ンス ８３ドイ ツ ， オ ラ ンダ ８４北 ヨー ロ

　 　 ッパ 　 ８５東 ヨー ロ ッパ ， ソ ビエ ト （シベ リア以西 ）　 ８６ス イス ， オ ース トリア　 ８７イ タ リ

　 　ァ ，ス ペ イ ン　 ８８ア ラ ブ連合 ， アル ジ ェ リア な ど　 ８９その 他

５．　 ア メ リカ ， オ セ アニ ア　 　 ９１ア ラス カ， カ ナ ダ　 ９２合 州 国 　９３中央 アメ リカ　 ９４南 ア メ

　 　 リカ　 ９５ミク ロネ シァ　 ９６ポ リネ シァ 　９７オ ー ス トラ リア， ニ ュー ジー ラ ン ド　９８ニ ュー

　 　ギ ニ ア　９９その 他

＊ＥＭ の標本資料は国内，第 ２次大戦までの旧植民地，およびその周囲の地域から主とじて

　集められた。そのことを考えてＥＭで慣用的に用いていた区分にもとついて，とりあえず

　このような区分にした。

附表 ２　 ＡＭ 民 具 分 類＊

１． 衣食住に関するもの　　 ユ１家具　 １２燈火照明具　 １３調理具　 １４飲食具　 １５服物　 １６履物

　１７装身具　１８出産 ・育児具　１９衛生 ・保健用具

２． 生業に関するもの　　２１農具　２２山樵具　２３狩猟具　２４漁撈具　２５紡織 ・色染具　２６畜産具

　２７交易具 （金融を含む）　 ２８その他 （ウルシかき・木地屋 ・鍛治屋などの用具）

３． 通信 ・運搬に関するもの （３０）

４． 団体生活に関するもの （４０ 若者組関係の民具など）

５． 通過儀礼に関するもの （５０ 冠婚葬祭につかわれる民具）

６． 信仰 ・年中行事に関するもの　　６１神像 ・仏像 ・お札など　 ６２幣吊　 ６３祭供具　６４楽器

　６５仮面 ６６呪具　６７ト占具 ６８祈願品　６９その他

７． 娯楽 ・遊戯に関するもの （７０）

８． 郷土玩具 ・縁起物 （８０）

９． その他 （９０ 武器など）

＊ＡＭ 編 ｒ民具蒐集調査要目』（１９３６）をもとにし，その後の ＡＭ，　ＥＭ の標本資料の集り具

　合を考えて，表 し方をかえた部分が多い。 とくに ＡＭ のもとのままでは ＥＭ の処理にむか

　ない部分があるので最後にその他の項を加え，そこに民具以外の武器や動植物標本などの収

　集品をいれた。また各項目には，とりあえずコー ドを与えた。
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